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偏波とは	
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hPp://www.eorc.jaxa.jp/ALOS/img_up/jpal_polarizaYon.htm	

例えば，	
ALOS-2/PALSAR-2では、	
フルポラリメトリ観測の場合，	
IMG-HH-ALOS2・・・1.1__A	
IMG-HV-ALOS2・・・1.1__A	
IMG-VH-ALOS2・・・1.1__A	
IMG-VV-ALOS2・・・1.1__A	
がある。	
	
・送信受信の順に記載	
Hは水平、Vは垂直	
	
特徴は、散乱特性の変化を使
い、１回の観測で地表面の情
報を得ることできる（Pauli画像
など）。	
主に，バイオマス分野で有効
活用されている。	



十勝岳（62-2火口周辺の地殻変動）	
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•  GNSS観測などにおいて、62−2火口
周辺の地殻変動が検出されたため、
2015年7月に火山WGで意見を取り
まとめ、緊急観測を実施。	

•  2015年5月との干渉ペアで、62-2火
口周辺において、衛星視線方向短
縮 の 位 相 変 化 が 検 出 さ れ た （ 約
12cm/year）。	

•  位相変化の中心は道立地質研究所
の「前十勝」観測点。	

•  ただし、地形に相関した地殻変動で
はないと考えられる位相変化が重畳。	

•  原因は対流圏遅延	or	残雪 不明。	

ちなみに、	
RINCのest-atmcを適用すると．．．。	



十勝岳（62-2火口周辺の地殻変動）	
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以上が、火山WGを中心とした解析経緯。	

•  その後もアーカイブデータと相談しな
がら、緊急観測を模索。	

•  北海道地域のため、冬期間のデータ
は干渉処理に不適。	

•  なぜか2014年8月のアーカイブデー
タは垂直偏波（VV）で観測。	

•  2015年8月の観測機会を水平偏波
（HH）から垂直偏波（VV）に変更し観
測することで、良好な干渉結果が得
られた（左図）。	

それは、ひとつの勘違いから始まった！	
※ポラリメトリ分野では通常の手法？	



十勝岳のアーカイブデータ状況（2015.10.31まで）	
観測日	 パス	 フレーム	 軌道	 方向	 ビーム	 偏波	

2014.08.08	 14	 2750	 南	 右	 U4-17	 VV	

2014.08.14	 116	 900	 北	 左	 U2-7	 VV	

2014.08.30	 24	 2700	 南	 左	 U2-8	 VV	

2014.10.04	 17	 2740	 南	 右	 U2-9	 HH	

2014.12.04	 116	 900	 北	 左	 U2-7	 HH	

2014.12.18	 116	 900	 北	 左	 U2-7	 HH	

2014.12.20	 122	 860	 北	 右	 U2-7	 HH	

2015.01.01	 18	 2740	 南	 右	 U2-6	 HH	

2015.01.10	 115	 900	 北	 左	 U2-9	 HH	

2015.01.15	 116	 900	 北	 左	 U2-7	 VV	

2015.03.14	 122	 860	 北	 右	 U2-7	 HH	

2015.04.16	 123	 860	 北	 右	 U2-9	 HH	

2015.05.28	 25	 2690	 南	 左	 U3-10	 HH	
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観測日	 パス	 フレーム	 軌道	 方向	 ビーム	 偏波	

2015.06.11	 25	 2690	 南	 左	 U3-11	 HH	

2015.06.20	 122	 860	 北	 右	 U2-7	 HH	

2015.07.09	 123	 860	 北	 右	 U2-9	 HH	

2015.07.14	 26	 2690	 南	 左	 U3-13	 HH	

2015.07.23	 25	 2690	 南	 左	 U3-10	 HH	

2015.07.23	 123	 860	 北	 右	 U2-9	 HH	

2015.07.30	 116	 900	 北	 左	 U2-7	 HH	

2015.08.12	 15	 2750	 南	 右	 U3-14	 HH	

2015.08.13	 116	 900	 北	 左	 U2-7	 HH	

2015.08.15	 24	 2700	 南	 左	 U2-8	 VV	

2015.09.12	 24	 2700	 南	 左	 U2-8	 HH	

2015.09.26	 122	 860	 北	 右	 FP6-6	 全※	

2015.10.17	 17	 2740	 南	 右	 U2-9	 HH	

※HH+HV+VH+VV	
１.冬期間を除外	

２.単独パスを除外	

３.異なる撮像範囲（ビーム）を除外	

４.異なる偏波を除外（５ペア）	 →	偏波の情報を見落とした！（２シーン追加）	

１	

１	

２	

２	３	

３	

４	

４	

５	

５	

１	

５	



十勝岳干渉ペア	

l  通常解析ペア	
Ø  2015.05.28	−	2015.07.23（25-2690：南：左：HHとHH）	
Ø  2015.07.09	−	2015.07.23（123-860：北：右：HHとHH）	
Ø  2015.07.30	−	2015.08.13（116-900：北：左：HHとHH）	
Ø  2014.08.30	−	2015.08.15（24-2700：南：左：VVとVV）	
Ø  2014.10.04	−	2015.10.17（17-2740：南：右：HHとHH）	

l  追加解析ペア	
Ø  2014.08.14	−	2015.07.30（116-900：北：左：VVとHH）	
Ø  2014.08.14	−	2015.08.13（116-900：北：左：VVとHH）	
Ø  2014.08.30	−	2015.09.12（24-2700：南：左：VVとHH）	
Ø  2015.08.15	−	2015.09.12（24-2700：南：左：VVとHH）	
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VVとHHの解析結果（116-900）	
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VVとHHの解析結果（116-900：全体）	
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部分的な干渉ではなく、全面干渉している！	

2014.08.14	−	2015.07.30　（350日）	 2014.08.14	−	2015.08.13　（364日）	



VVとHHの解析結果（24-2700）	
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VVとHHの解析結果（24-2700：全体）	
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部分的な干渉ではなく、全面干渉している！	

2014.08.30	−	2015.09.12　（378日）	 2015.08.15	−	2015.09.12　（28日）	



ここまでのまとめ	

l  異なる偏波においても干渉処理ができた（できてしまった）！	
l  部分的な干渉ではなく、全面干渉している。	
l  検出された位相変化量も誤差範囲内（にみえる）。	
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l  ほかに、事例はないか？？？	
Ø フルポラリメトリのペアを発見！	

ü 2014.08.30	-	2015.08.15（122-850：北：右）	
ü ルック数：4×9で全ての組み合わせ（16通り）について解析	
ü Bperp：235.8m	
ü 次ページ以降で、全部みせますJ	



path:122-850の解析結果	
（2014.8.30:HHを基準）	
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2014.8.30:HH-2015.8.15:HH	 2014.8.30:HH-2015.8.15:HV	

2014.8.30:HH-2015.8.15:VH	 2014.8.30:HH-2015.8.15:VV	

J送信波と受信波が同じ	 L送信波のみ同じ	

L受信波のみ同じ	 L送信波と受信波が異なる	

0.2	



path:122-850の解析結果	
（2014.8.30:HHを基準）	
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2014.8.30:HH-2015.8.15:HH	 2014.8.30:HH-2015.8.15:HV	

2014.8.30:HH-2015.8.15:VH	 2014.8.30:HH-2015.8.15:VV	

J送信波と受信波が同じ	 L送信波のみ同じ	

L受信波のみ同じ	 L送信波と受信波が異なる	



path:122-850の解析結果	
（2014.8.30:HVを基準）	
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2014.8.30:HV-2015.8.15:HV	 2014.8.30:HV-2015.8.15:HH	

2014.8.30:HV-2015.8.15:VV	 2014.8.30:HV-2015.8.15:VH	

J送信波と受信波が同じ	 L送信波のみ同じ	

L受信波のみ同じ	 L送信波と受信波が異なる	

0.2	



path:122-850の解析結果	
（2014.8.30:HVを基準）	
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2014.8.30:HV-2015.8.15:HV	 2014.8.30:HV-2015.8.15:HH	

2014.8.30:HV-2015.8.15:VV	 2014.8.30:HV-2015.8.15:VH	

J送信波と受信波が同じ	 L送信波のみ同じ	

L受信波のみ同じ	 L送信波と受信波が異なる	



path:122-850の解析結果	
（2014.8.30:VHを基準）	
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2014.8.30:VH-2015.8.15:VH	 2014.8.30:VH-2015.8.15:VV	

2014.8.30:VH-2015.8.15:HH	 2014.8.30:VH-2015.8.15:HV	

J送信波と受信波が同じ	 L送信波のみ同じ	

L受信波のみ同じ	 L送信波と受信波が異なる	

0.2	



path:122-850の解析結果	
（2014.8.30:VHを基準）	
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2014.8.30:VH-2015.8.15:VH	 2014.8.30:VH-2015.8.15:VV	

2014.8.30:VH-2015.8.15:HH	 2014.8.30:VH-2015.8.15:HV	

J送信波と受信波が同じ	 L送信波のみ同じ	

L受信波のみ同じ	 L送信波と受信波が異なる	



path:122-850の解析結果	
（2014.8.30:VVを基準）	
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2014.8.30:VV-2015.8.15:VV	 2014.8.30:VV-2015.8.15:VH	

2014.8.30:VV-2015.8.15:HV	 2014.8.30:VV-2015.8.15:HH	

J送信波と受信波が同じ	 L送信波のみ同じ	

L受信波のみ同じ	 L送信波と受信波が異なる	

0.2	



path:122-850の解析結果	
（2014.8.30:VVを基準）	
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2014.8.30:VV-2015.8.15:VV	 2014.8.30:VV-2015.8.15:VH	

2014.8.30:VV-2015.8.15:HV	 2014.8.30:VV-2015.8.15:HH	

J送信波と受信波が同じ	 L送信波のみ同じ	

L受信波のみ同じ	 L送信波と受信波が異なる	



まとめ	

l  PALSAR-2の異なる偏波同士の干渉処理を実施した。	

l  送信波と受信波が共に異なる偏波ペアは、ほぼ全面干渉。	
Ø  HV-VH及びVH-HVでは、相関度も比較的良い。	
Ø  HH-VV及びVV-HHでは、相関度はあまりよくない。	

l  送信波のみ、受信波のみ異なる偏波ペアは、残存縞あるが
全面干渉。	
Ø 相関度も非常に悪い（ただし、裸地は比較的良い）。	
Ø 残存縞については、計算で除去できそう。	
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